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あらまし プレゼンテーションコンテンツを閲覧する際，コンテンツを部分的に閲覧したり，ある部分に補足的な説

明をすることが必要になる場合がある．しかし，コンテンツ内の各スライドが複雑に関係しているため，必要な内容

のみを抽出して閲覧することが困難である．すなわち，単にコンテンツの内容を要約したり，検索トピックを補足し

ている説明を抽出するだけでは，ユーザが興味を持ったトピックに関する文脈が不明であるという問題がある．そこ

で，スライド間の関係に基づく要約や補足を実現するために，意味的構造と表層的構造を用いたスライド間の関係判

定方式を提案する．具体的には，概念辞書を用いてキーワードの意味階層とスライドのインデントによる表示階層を

定義し，それに基づくスライドの概念的・表層的関係を抽出することによりスライド間の関係を判定する．
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Abstract It is easier for many users than before to view presentation content which consists of slides. In this

context, when a user views whole presentation content, many slides are not necessary for the user. The user is

hard to view the necessary content only in short time, and it is useful to search for the relevant slides based on

the relation that can help the user’s grasp the necessary content well by summarizing and supplying content. In

this paper, we propose a method to determine relations between slides based on conceptual structure that semantic

relation of keywords and visible structure that layer structure of indents in slide text of keywords. We describe here

our method by using keywords’ semantic relations and keyword’s indent position in slides.
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1. は じ め に

プレゼンテーションコンテンツ（以降，単にコンテンツと記

す）は，発表に使用されたスライド資料により構成される．こ

のようなコンテンツは e-ラーニングや会議などの場面で利用さ

れている．たとえば，会議や講義に参加できなかった者が，後

日にプレゼンテーション資料を閲覧する場合や，発表者や聴講

者が内容を知った上で再度参考にする場合に利用することがで

きる．最近では SlideShare [1]や MPMeister [2]のような，イ

ンターネット上でコンテンツを公開するサービスも出現し，ま

すます利用が促進されると考えられる．しかし，コンテンツに

おいて情報を減らさずに短時間で必要なスライドを閲覧するこ

とは困難である．たとえば，重要なスライドのみを検索して抜

き出すだけでは，プレゼンテーションの文脈が失われるため，

抽出されたスライドのみを閲覧しても不十分な場合がある．ま

た，ユーザが興味を持ったトピックを検索した場合に，トピッ



クを補足している説明を抽出することは可能であるが，それが

文脈に従った説明であるとは限らず，効率的でない．そのため，

ユーザの興味がある内容を，文脈を失わずスライドを抽出する

ためにスライド間の関係を判定する手法を提案する．

コンテンツは，テキストを含んだ複数枚のスライドによって

構成される．そして，あるスライドからみて他のスライドが概

念的な内容を詳細に説明しているというような，スライド間の

詳細化/要約関係が存在する．我々は，詳細化/要約関係に当た

る他のスライドを共に提示することで，「コンテンツの内容に関

する要約」や「指定スライドの内容を補足説明する」といった

効率的な閲覧を支援できると考えた．このとき，スライド間に

存在する概念的な関係と表層的な位置づけの構造を分析するこ

とによりスライド間の関係を求めることができると考えた．本

稿では，概念辞書のWordNet [3]からスライド内のテキストに

おけるキーワードの意味階層を用い，スライド間の概念的関係

を抽出し，スライド間の概念的構造と定義する．また，スライ

ド内のインデントによるキーワードの表示階層と意味関係を用

いて表層的関係を抽出し，スライド間の表層的構造と定義する．

本研究では，概念的関係と表層的関係を組み合わせることで

6種類のスライド間の関係を定義する．これを用いることでコ

ンテンツを効率的に閲覧するためのスライド間の関係を明示す

ることが可能となる．

以下，2 節では本研究の概要と関連研究について述べる．3

節では，スライドの概念的関係と表層的関係について説明する．

4節では，スライドの関係判定について述べ，5節では，評価

実験とプロトタイプシステムについて述べ，最後に 6節でまと

めを述べる．

2. 本研究のアプローチ

2. 1 本研究の概要

ユーザがコンテンツを閲覧する際，あるスライドの内容に対

して，情報を減らさず，かつ文脈が失われないように必要なス

ライドを閲覧したいという要求が発生する場合がある．このと

き，コンテンツ内のスライド間の関係を提示し，指定されたス

ライドと他のスライドの関係を適切に抽出することで要求に応

えることが可能である．しかし，時間的に前後して出現するス

ライドや，指定したスライドに類似したスライドが，適するス

ライドであるとは限らない．さらにスライド内のキーワードそ

のものの間に意味的な関係が存在し，さらに，作成者によって

スライド内でのキーワードの使い方が異なる．そのため，意味

階層と表示階層を利用してスライド間の関係を判定する必要が

ある．図 1に本手法の概念図を示す．

コンテンツ中のスライドは，他のスライドと詳細化/要約関

係を持つ場合がある．たとえば，概念的関係で，スライド X

と Yに IS − A関係がある（Y IS − A X）．スライド Xと Y

は共通キーワード「根菜」が表層的関係で「根菜」の位置づけ

が上位と判定され，スライド Xの内容に対してスライド Yの

内容が特化した内容を説明している．これらのスライド間には

Specialization という関係があると考えた（図 2）．このよう

に，あるスライドに対し，スライド間の概念的関係と表層的関
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図 1 意味階層と表示階層に基づくスライド間の関係判定の概念図
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図 2 スライド間の関係の例

表 1 関連研究との比較

要約手法 補足手法 提案手法

小林ら [4] Le ら [5] 山崎ら [6]

1 全体要約 © © × ©
2 部分要約 × © × 4
3 トピック検索 © × © ©
4 文脈判定 × × × ©
5 用語説明 × × © ×

係を用いてスライド間の関係を判定する手法を提案する．本手

法によりユーザはコンテンツを入力することで，スライドの内

容を表すキーワードの意味と，インデントによる意味を考慮し

たスライド間の関係を得ることが可能となる．

2. 2 関 連 研 究

表 1に本手法と関連研究との比較を示す．要約手法では，小

林ら [4] の提案する UPRISE のようなメタデータを用いて資

料や映像の疎結合を行い，コンテンツを蓄積し，提供する枠組

みを提案し，コンテンツ全体から重要なシーンを判定し，要約

を生成する手法がある．この研究では重要なシーンを抽出す

ることでコンテンツの全体を要約することができる．Leら [5]

は，動画とスライドからコンテンツを作成するシステムである

MPMeister [2]で収録された講義講演の情報から，重要シーン

を抽出しダイジェストを自動的に作成する手法を提案している．

各スライドのダイジェストを生成することで部分的な要約をす

ることができる．補足手法として，山崎ら [6]は，音声認識を

行うと，各スライドより抽出した用語の単語辞書を作成し，ス



ライドを補足的に説明する手法を提案している．これらの研究

では，単なるコンテンツの要約と補足の説明を足しただけでは

なく，スライド間の関係を抽出することでコンテンツの内容に

関する要約，ユーザに合う指定されたスライドの内容を補足説

明することもできる．また，特にスライド間に要約のような部

分的に概念的な内容を説明している場合で．部分的な要約をす

ることも可能である．

小山ら [7]は，Webページ内でキーワードの出現位置を考慮

した検索方式を提案している．具体的には，同じキーワードで

も，タイトルに現れる場合と，本文中に現れる場合とで，キー

ワードの意味を区別している．小山らは単一のWebページの

構造を対象として，キーワードの意味的な関係を抽出している

のに対し，本手法はキーワードの意味階層と表示階層を対象と

して，2つの階層を組み合わせてスライド間の関係を抽出する

ため方向性が異なる．

3. 概念的関係と表層的関係

3. 1 キーワードの意味階層

本章では，キーワードの意味階層を用いてスライド間の概念

的関係を判定する．キーワード間の意味関係で基礎となるのは

is-a 関係 [8] である．「Yは Xである（Y is-a X）」は通常，概

念 Y は概念 X の特化であり，概念 X は概念 Y の汎化である

ことを意味する．例として「フルーツ」は「リンゴ」，「オレ

ンジ」などの汎化である．すなわち，リンゴはフルーツである

(Apple is-a fruit.)といえる．本稿では，WordNet [3]を利用し

て，キーワード間の意味的関係を抽出し，意味階層を定義する．

3. 2 スライド間の概念的関係

スライド間の概念的関係はキーワードの意味階層における複

数のキーワード間に is-a関係を用いて判定を行う．以下にスラ

イド間の概念的関係の定義を述べる．

IS-A スライド Xのキーワードとスライド Yのキーワードの

間に is-a関係となるキーワードペアの個数がスライド Xより

スライド Yが多いとき，IS − Aと定義し，Y IS − A Xと表

す．これにはスライド Yがスライド Xの内容について特化し

ているという特徴がある．以下の条件式を満たした場合，スラ

イド間の概念的関係を Y IS − A Xと判定する（図 3）．∑
ai∈X

∑
bj∈Y

hypo(ai, bj) >
∑
bj∈Y

∑
ai∈X

hypo(bj , ai) (1)

hypo(ai, bj) =

{
1(bj is-a ai)

0(bj not is-a ai)
(2)

hypo(ai, bj)は，スライド Yのキーワード bj とスライド Xの

キーワード ai の間にある is-a関係を判定する関数である．is-a

関係である場合に 1，そうでない場合に 0を返す．スライド X

より Yから is-a関係となるキーワードペアの個数が多いかど

うかを条件式 (1)により判定する．

PART-OF スライド X のキーワード ai からなる意味階層

TX の中で，子が複数個存在するサブツリーの一部にスライド

Y のキーワード bj からなる意味階層 TY が，概念的に包含さ

れているとき，PART −OF と定義し，Y PART −OF Xと
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図 4 PART-OF 関係の例
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図 5 スライドの階層

表す．これにはスライド Yがスライド Xの一部分について説

明しているという特徴がある．以下の条件式を満たした場合，

スライド間の概念的関係を Y PART − OF Xと判定する（図

4）．

TY ⊂ TX (3)

TX は，スライド Xのキーワード ai からなる意味階層のキー

ワード集合を表す．TY は，スライド Yのキーワード bj からな

る意味階層のキーワード集合を表す．条件式 (3) は TY が TX

の中でサブツリーの一部と示す．

一般的にキーワード間の関係として is-aと part-ofは並列に

ならない．しかし，スライドXの一部分がスライドYにおいて

特化している場合，IS −Aと PART −OF 関係が並列に存在

することがある．そのため，スライド間の概念的関係は IS −A

のみ，PART −OF のみ，IS −Aと PART −OF の並存の 3

つの場合が考えられる．条件式 (1)(2)(3)を満たした場合，ス

ライド間の概念的関係を Y IS − A X，Y PART − OF Xと

判定する．

3. 3 スライドの表層的構造

スライドからはスライドに書かれた文字列とインデントによ

る構造化情報を得ることができる．図 5に本稿で扱うスライド

の階層を示す．本稿では，スライドのインデントによる階層を

以下のように定めた．

• スライドのタイトルに相当する要素を階層の最上位であ



る 1とする

• インデントの開始要素を 2として，インデントが深くな

るたびに 3，4のように 1階層ずつ深くなるものとする

• 図や表などのインデント外となる要素をスライドの平均

階層にあるとして扱う

本研究では，スライド X内においてキーワード ax と，is-a

関係が存在するキーワード ay の位置関係に対するスライド Y

内における位置の変化を表層的関係と定義する．表層的関係は

スライド X，Y間に共通のキーワードごとに存在する．すなわ

ち，スライド間の表層的関係はキーワード間の表層的関係の集

合となる．以下に，スライドのインデントによるキーワードの

表示階層を定義する．ここでは，スライド間の共通キーワード

と is-a関係を持つキーワードの位置関係における判定について

説明する．

上位 スライド X，Y間に共通のキーワード kc とスライド X

内のあるキーワード ai，am の関係が kc is-a ai，am is-a kc で

あり，kc とスライド Y内のあるキーワード bj，bn の関係が kc

is-a bj，bn is-a kc であるとする．このとき，スライド Xで ai

が kc より上位（同位）階層に出現している，かつ am が kc よ

り下位階層に出現しているという特徴がある. スライド Y で

bj が kc より上位（同位）階層に出現している，かつ bn が kc

より下位階層に出現しているという特徴がある．また，スライ

ド Xで kc is-a ai のキーワードペアの個数と am is-a kc のキー

ワードペアの個数の割合がスライド Yで kc is-a bj のキーワー

ドペアの個数と bn is-a kc のキーワードペアの個数の割合より

多いという特徴がある．以下の条件式を満たした場合，この表

層的関係ではスライド X，Yの共通キーワード kc の位置づけ

を上位と判定する（図 6）．∑
hyper(ai, kc)＋ 1∑
hypo(kc, am)＋ 1

>

∑
hyper(bj , kc)＋ 1∑
hypo(kc, bn)＋ 1

(4)

hyper(ai, kc) =

{
1(kc is-a ai)

0(kc not is-a ai)
(5)

hyper(ai, kc) は，共通キーワード kc とスライド X のキー

ワード ai の間にある is-a 関係を判定する関数である．

is-a 関係である場合に 1，そうでない場合に 0 を返す．

Σhyper(ai, kc)＋ 1/Σhypo(kc, am)＋ 1は，スライドXで is-a

関係となる上位（同位）階層に出現している ai のキーワード

ペアの個数と下位階層に出現している am のキーワードペアの

個数の割合を計算する．kc とスライド X内の is-a関係となる

キーワードペアの個数の割合がスライド Y より多いかどうか

を条件式 (4)により判定する．また，条件式 (2)(5)で，1とな

るときスライド Xで kc is-a ai，am is-a kc と判定される．

下位 スライド X，Y間に共通のキーワード kc とスライド X

内のあるキーワード ai，am の関係が kc is-a ai，am is-a kc で

ある．kc とスライド Y内のあるキーワード bj，bn の関係が kc

is-a bj，bn is-a kc である．このとき，スライド Xで ai が kc

より上位（同位）階層に出現している，am が kc より下位階層

に出現しているという特徴がある．スライド Y で bj が kc よ

り上位（同位）階層に出現している，bn が kc より下位階層に

■■■■ a1●●●● kc●●●●a2
■■■■b1◆◆◆◆b2◆◆◆◆b3

a1 a2
b2 b3
意味階層意味階層意味階層意味階層意味階層意味階層意味階層意味階層

denotes an is-a relationshipkc

Slide X

Slide Yb1
●●●● kc

321),(),( 1),(21),( 1),( 32 121 =++ +>=++ ∑ ∑∑∑ cc ccc kbhypokbhypo kbhyperkahypo kahyper

Slide X
Slide Y
表示階層表示階層表示階層表示階層表示階層表示階層表示階層表示階層■■■■ a1 ●●●● kc●●●● a2
■■■■b1 ◆◆◆◆b2◆◆◆◆b3●●●● kc

上位上位上位上位上位上位上位上位

図 6 上 位 の 例
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表示階層表示階層表示階層表示階層表示階層表示階層表示階層表示階層

■■■■b1 ●●●● kc●●●●b2

■■■■ a1 ◆◆◆◆ a3◆◆◆◆ a2●●●● kc下位下位下位下位下位下位下位下位

図 7 下 位 の 例

出現しているという特徴がある．また，スライド Yで kc is-a

bj のキーワードペアの個数と bn is-a kc のキーワードペアの個

数の割合がスライド Xで kc is-a ai のキーワードペアの個数と

am is-a kc のキーワードペアの個数の割合より多いという特徴

がある．以下の条件式を満たした場合，この表層的関係ではス

ライド X，Yの共通キーワード kc の位置づけを下位と判定す

る（図 7）．∑
hyper(ai, kc)＋ 1∑
hypo(kc, am)＋ 1

<

∑
hyper(bj , kc)＋ 1∑
hypo(kc, bn)＋ 1

(6)

スライド X，Yで is-a関係となるキーワード集合を条件式 (2)，

(5)により判定する．kc とスライド Y内の is-a関係となるキー

ワードペアの個数の割合がスライド X より多いかどうかを条

件式 (6)により判定する．

無変化 スライド X，Y間に共通のキーワード kc とスライド

X内のあるキーワード ai，am の関係が kc is-a ai，am is-a kc

である．kc とスライド Y内のあるキーワード bj，bn の関係が

kc is-a bj，bn is-a kc である．このとき，スライド Xで ai が

kc より上位（同位）階層に出現している，am が kc より下位階

層に出現しているという特徴がある. スライド Yで bj が kc よ

り上位（同位）階層に出現している，bn が kc より下位階層に

出現しているという特徴がある．また，スライド Yで kc is-a

bj のキーワードペアの個数と bn is-a kc のキーワードペアの個

数の割合がスライド Xで kc is-a ai のキーワードペアの個数と

am is-a kc のキーワードペアの個数の割合に類似しているとい

う特徴がある．以下の条件式を満たした場合，この表層的関係

ではスライド X，Yの共通キーワード kc の位置づけを無変化

と判定する（図 8）．∣∣∣∑ hyper(ai, kc)＋ 1∑
hypo(kc, am)＋ 1

−
∑

hyper(bj , kc)＋ 1∑
hypo(kc, bn)＋ 1

∣∣∣ < α (7)

スライド X，Yで is-a関係となるキーワード集合を条件式 (2)，

(5)により判定する. kc とスライド X内の is-a関係となるキー
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図 8 無変化の例

ワードペアの個数の割合がスライド Y に類似しているかどう

かを条件式 (7)により判定する．αは，割合の差異に関する閾

値である．

スライド内の位置関係を判定するとき，同じキーワードが複

数階層に出現する場合があると考えられる．ここでは，is-a関

係が存在しているキーワードの最下位層同士と最上位層同士を

比較する．最下位層のインデントと，最上位層のインデントか

ら，最終的な最上位階層（最下位階層）が異なることによる上

位（下位）を判定する．たとえば，あるスライド X 中の共通

キーワード kc とキーワード ai 間の is-a関係が存在し（kc is-a

ax），ai が複数階層に出現し，kc が階層 2に出現する場合を挙

げる．このとき，ai の最上位階層 1と kc の最上位階層 2が異

なり，かつ，ai の最下位階層 2と kc の最下位階層 2が同じで

あるとき，最終的に ai が kc より上位階層に出現していると判

定される．また，複数の共通キーワードが存在する場合もある

と考えられる．ここでは，複数の共通キーワードと is-a関係を

持つキーワードの位置関係の集合を使ってスライドの表層的関

係の判定を行う．

4. スライドの関係判定

本章では，スライド間の概念的関係と表層的関係を組み合わ

せてスライド間の関係を判定する手法について述べる．本手法

では，スライド間の詳細化/要約関係として以下の 6種類を定

義する．

Generalization あるスライドに対して，概念的内容を説明

している他のスライドとの関係である．スライド Y がスライ

ド Xより概念的な内容が説明しているとき，スライド Xから

Yに対する関係として判定する．

Specialization あるスライドに対して，特化した内容を説

明している他のスライドとの関係である．スライド Yがスライ

ド X より特化した内容が詳細に説明しているとき，スライド

Xから Yに対する関係として判定する．

Generic part-of あるスライドに対して，部分内容より一般

的に説明している候補スライドとの関係である．スライド Yが

スライド X の部分より一般的に説明しているとき，スライド

Xから Yに対する関係として判定する． 　　　

Specific part-of あるスライドに対して，部分内容をより増

やして丁寧に説明している候補スライドとの関係である．スラ

イド Yがスライド Xの部分より増やして丁寧に説明している

とき，スライド Xから Yに対する関係として判定する．

表 2 スライド間の関係判定

スライド間の関係 概念的関係 表層的関係

Generalization X IS − A Y 下位

Specialization Y IS − A X 上位

Generic part-of Y PART − OF X 上位

Specific part-of Y PART − OF X 下位

Partial generalization Y PART − OF X, Y IS − A X 下位（無変化）

Partial specialization Y PART − OF X, Y IS − A X 上位（無変化）

Output window
selectedView window

図 9 プロトタイプシステムの画面

Partial generalization あるスライドに対して，概念的な

部分内容を説明している他のスライドとの関係である．スライ

ド Yがスライド Xの概念的な部分を説明しているとき，スラ

イド Xから Yに対する関係として判定する．

Partial specialization あるスライドに対して，特化した部

分内容を説明している他のスライドとの関係である．スライド

Y がスライド X の特化した部分を説明しているとき，スライ

ド Xから Yに対する関係として判定する．

スライド間の関係判定を表 2 に示す．具体的には，スライ

ド間の概念的関係 IS − A，PART − OF，PART − OF と

IS − Aの並存と，スライド間の共通キーワードが各スライド

内の is-a関係が存在するキーワードとの表層的関係の変化を組

み合わせて関係を判定する．ここでは，スライド間の共通キー

ワードがスライド X内の is-a関係が存在するキーワードとの

位置変化の割合，スライド間の共通キーワードがスライド Y内

の is-a関係が存在するキーワードとの位置関係の割合を用いて

判定を行う．

5. 評 価

5. 1 プロトタイプシステム

プロトタイプシステムは提案手法に基づきMicrosoft Visual

Studio 2008 C#によって開発した．プロトタイプシステムは，

ユーザの入力部，スライド間の関係判定部と提示部によって構

成される．図 9にプロトタイプシステムの画面イメージを示す．

入力部では，ユーザがプレゼンテーションコンテンツを指定す

ることが可能である．システム内部のスライドの関係判定部は，

スライド間の概念的関係の判定と表層的関係の判定によって構



表 3 評価実験の結果

セット 関係 人手による判定 提案手法による判定 概念的関係 表層的関係

1 Slide 1 と Slide 2 Partial generalization Specialization Slide 2 IS − A Slide 1 上位

2 Slide 1 と Slide 4 Generic part-of Specialization Slide 4 IS − A Slide 1 上位

3 Slide 3 と Slide 2 Generalization Generalization Slide 3 IS − A Slide 2 下位

4 Slide 4 と Slide 5 Partial specialization Partial specialization Slide 5 PART − OF (IS − A) Slide 4 無変化

Slide 1 Slide 4Slide 2 Slide 3 Slide 5■■■■農作物●●●●果物◆◆◆◆根菜：芋類●●●●野菜 ■■■■果物●●●●りんご●●●●みかん ■■■■野菜■■■■みかん ◆◆◆◆芋類●●●●ゆず ■■■■野菜・芋類●●●● じゃがいも●●●●根菜●●●●菊芋●●●●根菜●●●●レモン ●●●●葉菜
図 10 評価実験に用いたコンテンツ

成される．判定部では，WordNet [3]を使ってキーワードの意

味階層を用いてスライド間の概念的関係を判定する．概念的関

係が存在する各スライドのキーワードの表示階層によるスライ

ド間の表層的関係を判定し，これを組み合わせてスライドの関

係判定を行う．

出力部は，ユーザの入力に基づいて，コンテンツ内のスライ

ド間の関係をユーザに提示する．ユーザが興味のあるスライド

を指定した場合，別ウインドウで関係するスライド群のサム

ネイルを出力する．スライドからのキーワード抽出は Sloth-

Lib [9] [10] より呼び出した MeCab [11] [12] による形態素解析

を用いて行う．

5. 2 評 価 実 験

提案した関係の判定アルゴリズムを用いて評価実験を行った．

評価実験ではある農作物に関するプレゼンテーションコンテン

ツのスライドを用いた（図 10）．人手により判定した関係と提

案手法による出力を用いて 4 セットのスライドの関係を評価

した．

その結果を表 3に示す．人手で判定したセット 1，2において，

スライド間の関係は Partial generalization，Generic part-of

と判定されているため，概念的関係の PART − OF が存在す

ると考えられる．しかし，提案手法では IS-Aのみが判定され

る結果となった．セット 1の場合，共通キーワードは「果物」

だけである．提案手法により PART −OF を判定する場合，共

通キーワードが 1つではなく，複数の共通キーワードを含む集

合が得られるが，また，セット 2の場合，共通キーワード集合

の中の同じ特化概念を持っているキーワードが存在しないため，

PART −OF と判定できない．これにより，PART −OF を判

定する場合には，キーワードの数量，存在する意味などを判定

する方式を改良する必要があると考えられる．一方，セット 3，

4において人手で判定したスライド間の関係はGeneralization，

Partial specializationであり，提案手法より判定された結果と

一致した．そのため，提案した関係のアルゴリズムの中で，ス

ライドのインデントによるキーワードの位置関係の定義は適切

であると考えられる．

6. お わ り に

本稿では，スライド間の概念的関係と表層的関係を用いて関

係を定義し，スライド間の関係判定方式について提案を行った．

その中で，スライド間の関係を抽出するためのキーワード間の

意味関係による意味階層と，スライドのインデントによる表示

階層を用いてスライド間の概念的関係と表層的関係を定義し，

それらの関係を組み合わせた関係について説明した．提案手法

の評価実験を行った．今後，評価実験に基づいてアルゴリズム

を改良し，プロトタイプシステムを実装し，さらに評価実験を

行う予定である．また，本研究では，コンテンツにおける同一

意味階層を構成するキーワード間の関係性に基づき判定アルゴ

リズムを開発した．しかし，コンテンツにおいて，複数の意味

階層が存在する場合が一般的であるため，複数の意味階層を用

いた関係の判定方式が必要である．
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